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４．議題 

１ SIP の研究推進体制について 

２ 研究開発計画について 

３ 今後のスケジュールについて 

 

５．配付資料 

資料１ 戦略コーディネーター及びサブ・プログラムディレクターについて 

資料２ 代表研究機関及び代表研究者について 

資料３ SIPと平成 27年度科学技術重要施策アクションプラン（AP）との連携 

資料４ SIP次世代農林水産業創造技術 研究開発計画 

資料５ 今後の主なスケジュール 

 

参考１ 公募研究における審査結果について 

参考２ 研究管理ＷＧの設置について 

参考３ 平成 26 年度 SIP実施方針 

参考４ SIP平成 26 年度評価について 

 

６．議事要旨 

１ SIP の研究推進体制について 

２ 研究開発計画について 

３ 今後のスケジュールについて 

 

議事に先立ち、久間議員より、SIP 設立の経緯・趣旨、SIPを取り巻く状況、当課題への期待に

ついて、ご挨拶があった。また、西尾 PDから、これまでの経緯、農業を取り巻く環境、当課題が

目指している方向性について説明があった。 

議事の進行は、議長の西尾ＰＤによる。 

 

１. SIP の研究推進体制について  

  資料１から３に基づき、に事務局から説明がなされた。  

  戦略コーディネーター、サブ PD から自己紹介および担当する研究分野の研究の進め方につい

て説明があった。 

 

西尾 PDより、研究を推進する上での論点に関し、以下の点について発言があった。 

 

【西尾 PD】 

・短期的に成果が出る分野と時間がかかる分野の見極め、それぞれにあった戦略をねることが重

要。 

・SIP全体の相乗効果が発揮できるように、コンソーシアム間、分野間の連携が重要。 



・現場への実装、事業化について、ビジネスモデルをどのように構築してくかが重要。 

・研究を進める過程で、研究項目の選択と集中を進める。研究代表者には覚悟をしていただきた

い。 

・国際標準化、知財戦略を意識して研究を進めることが重要。 

 

【山野井戦略 C】 

・食品業界は国際化が進んでいるが、食品の輸出に関しては、食文化の壁があることが特徴。 

・しかし、機能性食品については、食品そのものではなく、食品に含まれる成分に関することな

ので、食文化の壁がないと思われ、輸出する上での障害はない。 

・機能性成分について、科学的エビデンスが示され、国際的に認知されるレベルであれば、海外

でも売れる。 

 

【野口サブ PD】 

・農業の自動化・ICT 化に関して、SIPで開発する技術は、日本の作物や気象を前提に開発される

が、フレームワークは世界共通に展開できる。SIPでいい成果が出ればグローバルに打って出

ることが可能。 

 

【佐々木サブ PD】 

・ゲノム編集に関しては、海外でかなり特許が押さえられているので、新たに我が国で開発する

ことが求められる。世界の研究の進展が早いので、情報を漏れなく収集することが重要。 

・遺伝資源をさらに掘り下げて、その中から未利用な情報をくみ取って、育種に使うことも重

要。 

・それらをうまく組み合わせれば、5年間において SIPにおいて開発した技術を、海外が求めて

いる高品質な作物の育種に利用していくことが十分に可能。 

 

【小野サブ PD】 

・林業の立場からいうと、森林を育てながら持続的に使っていくという観点が重要。 

 

２. 研究開発計画について 

資料４に基づき、研究開発計画の修正部分（太陽光型植物工場の研究開発項目への追加配

分、研究責任者の追記）を中心に事務局から説明がなされた。 

 

３. 今後のスケジュールについて 

  資料５に基づき、事務局から説明がなされた。 

 

 

以上 


